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７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、その

他の経済活力の向上のための事業及び措置に関する事項 

 

[１]経済活力の向上の必要性  

 

①現状分析 

 中心市街地は小売業の商店数、従業者数、年間商品販売額、売場面積などの割合が高いことか

ら、商業の中心地といえる。 

 しかし、市内で唯一の百貨店であった中合福島店やホテル辰巳屋、駅構内の遊戯施設等の相

次ぐ閉店により、中心市街地の小売業が停滞する傍ら、郊外の小売業への買い物依存度が高ま

っている状況である。 

 また、中心市街地における商業の傾向を見ると、小売業の商店数をはじめ、従業者数や年間

商品販売額についても減少傾向にある。 

アンケート調査による中心市街地のまちづくりに対する重要度と満足度の傾向として、「魅力

的で利便性が高い、人が集まる施設の充実」、「賑わいを生み出すイベント広場・公園の充

実」、「買い物や飲食などの魅力的な店舗の充実」の重要度は高いものの満足度は低い状況とな

っている。 

一方では、これまでに年間を通した賑やかし（ソフト事業）を継続的に開催し、一時的な賑

わいは生まれているが、イベントのマンネリ化等から中心市街地の滞留時間の増加や、休日の

歩行者・自転車通行量の増加につながらず、賑わいの効果が薄れてきている。 

今後、中心市街地としてより多くの来街者に訪れてもらい、長時間滞留してもらうためには、

新たな商業等の魅力を発掘・提供するとともに、「わくわく・ドキドキ」するようなイベントを

開催し、「中心市街地に行けば何か楽しいことがある。」という期待感から来街者に感じてもらえ

るような新しい魅力創出が求められている。 

 

②事業の必要性 

 来街者などの回遊・滞留性を促進するため、福島駅東口地区第一種市街地再開発事業を核に高

次都市機能の充実により、関係人口の拡大を図るとともに新たな魅力による街なかの価値を向上

させるため、既存店舗や空き店舗等の活用に対する支援や通りの魅力づくりをやる気溢れる若者

等のまちづくり活動の参画により取組む必要がある。 

 

③フォローアップの考え方 

 フォローアップについては、毎年度末に本計画に位置付けた取り組みの進捗状況を調査したう

えで、必要に応じて事業の促進などの改善策を講じるものとする。 
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[２]具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

   ・該当なし 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現する 

ための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

事業名 18 

街なかの地域資

源を活用した街

コス開催事業 

 

内容 

街なかコスプレ

イベントの開催 

 

実施時期 

令和 3年度～ 

令和 8 年度 

ふくしま

街コス実

行委員会 

 

「ふくしま街コス実行委員会」と

市が協同で新まちなか広場やパセ

オ通りを中心に地域資源を活用し

たアニメ等のコスプレイベントを

開催する。また、商店の協力を得

て、コスプレ衣装のままでも飲食

や買い物ができ、商店街を上げた

雰囲気づくりをすることで中心市

街地の賑わい創出と商店街の活性

化に寄与する事業である。 

 

 

 

 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

令和 3年 4 月～ 

令和 9年 1月 

区域内 

事業名 19 

商店街エリア価

値向上支援事業 

内容 

エリアマネジメ

ントによる、街

なかの価値向上

を実施 

実施時期 

①令和 3年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①㈱福島

まちづく

りセンタ

ー 

 

 

 

 

新たな魅力をエリアマネジメント

により創出し、街なかの価値を向

上させ、空き店舗等の活用や通り

の魅力づくり、やる気溢れる若者

等のまちづくり活動の参画による

中心市街地の賑わい創出と商店街

の活性化に寄与する事業である。 

 

 

①中心市街地起業家チャレンジ応

援事業 

エリアマネージャーによる事業継

続へのトータルサポートとして、 

中心市街地で新たに起業を目指し

ている者、起業間もない者に対

し、起業塾の実施や、悩み相談な

どのケアを行う。 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

 

 

 

 

 

①令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

コスプレイベント 
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②令和 3年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

③令和 3年度～ 

 

 

 

 

 

 

④令和 3年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

⑤令和 3年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

⑥令和 3年度～ 

 

 

 

 

 

②㈱福島

まちづく

りセンタ

ー 

 

 

 

 

 

③㈱福島

まちづく

りセンタ

ー 

 

 

 

④㈱福島

まちづく

りセンタ

ー 

 

 

 

 

⑤㈱福島

まちづく

りセンタ

ー 

 

 

 

 

⑥㈱福島

まちづく

りセンタ

ー 

 

 

②学生まちなかイメージＵＰコン

テスト事業 

中心市街地の商店街と関わりの少

ない学生等の目線でまちなかイメ

ージＵＰのアイデアに対する取組

みを支援するため、学生まちなか

イメージＵＰコンテストを運営す

る。 

 

③商店街の日イベントコンテスト

事業 

「商店街の日」にちなんだイベン

トを①学生まちなかイメージＵＰ

コンテストで選ばれた企画の取組

みを支援する。 

 

④各個店をつなぎ合わせるボトム

アップ型の共同販促事業 

類似店舗が持つ既存顧客の相乗効

果で既存客数と来店頻度を上げ、

新規顧客数を増やす取組みを支援

するため、勉強会の開催やコンサ

ルティングを実施する。 

 

⑤商店街と異業種等の連携による

新規出店舗支援事業 

新たな商品分野を広げるため、異

業種コラボレーションにより、新

規出店舗を増やす取組みを支援す

るため、交流会の開催やコンサル

ティングを実施する。 

 

⑥街なかチャレンジショップ支援

事業 

中心市街地の交流・情報拠点とし

て「チェンバおおまち」を位置づ

け、チャレンジショップ出店者へ

の経営指導及び中心市街地への出

②令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

③令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

④令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

⑤令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

⑥令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 
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⑦令和 3年度～ 

 

 

 

 

 

 

⑧令和 3年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

⑨令和 3年度～ 

 

 

 

 

⑪令和 3年度～ 

 

 

 

 

 

⑫令和 4年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦㈱福島

まちづく

りセンタ

ー 

 

 

 

⑧㈱福島

まちづく

りセンタ

ー 

福島商工

会議所 

福島市 

 

⑨福島市 

 

 

 

 

⑪福島市 

 

 

 

 

 

⑫福島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

店誘導、年3回のイベント開催を支

援する。 

 

⑦まちなか店舗経営力向上支援事

業 

創業者が中心市街地へ出店しやす

い環境を整備するため、中心市街

地の新規創業者などの商業店舗に

経営指導を実施する。 

 

⑧商店街空き店舗対策事業 

空き店舗に出店を希望する商業者

に対し、出店しやすい環境を整え

るため家賃の一部を補助する。 

 

 

 

 

⑨創業応援利子補給事業 

創業を目指す熱意ある方を応援す

るため、創業にかかる融資の利子

全額を補助する。 

 

⑪街なか空き店舗出店支援事業 

空き店舗等を活用し、出店又は事

務所等の開設を行う事業者に対

し、リノベーション費用の一部を

補助する。 

 

⑫街なか再生リノベーション事業 

空き店舗等を活用し、出店又は事務

所等の開設を行う事業者に対し、リ

ノベーション費用等の一部を補助

する。 

位置づけ 

空き店舗を活用した新規創業者の

出店誘導により、空き店舗数の減少

につなげ、目標「賑わいと活力ある

 

 

 

⑦令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

⑧令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

⑨令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

⑪令和 3 年 4 月

～令和 4年 3月 

 

 

 

 

⑫令和 5 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

外 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

区域内 
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⑬令和 4年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭平成 21年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬㈱福島

まちづく

りセンタ

ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭福島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業地の再生」に資する事業に位置

づけられる。 

必要性 

街なかにおける出店の増加につな

がり、目標指標④「計画掲載事業を

活用した出店数」の増加に寄与する

ため。 

 

⑬街なか若者活動促進事業 

学生等によるイベント開催の支援、

学生等を対象としたイベントの開

催およびこれらを通してまちづく

り活動に参画する人材を育成する。 

位置づけ 

学生をはじめとした若者団体の中

心市街地における活動を支援する

ことにより、目標「賑わいと活力あ

る商業地の再生」に資する事業に位

置付けられる。 

必要性 

若者のまちづくり活動への参画と

人材の育成につながり、目標指標

③「まちづくり活動に参画する学

生数」の増加に寄与するため。 

 

⑭まちなか店舗等現況調査 

まちなかの空き店舗や新規出店舗、

低未利用地などの現況を調査し、推

移や動向など分析する。 

位置づけ 

まちなかの店舗等現況調査は、家賃

補助やリノベ補助等の空き店舗対

策事業の内容検討や、新たな活性化

施策の検討のための基礎資料とし

て活用しており、エリアや業態別に

よる店舗誘導など空き店舗対策に

大きな役割を果たしており、目標

「広域的な交流の活性化と賑わい

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬令和 5 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭令和 6 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 
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⑮令和 7年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮福島市 

 

 

 

と活力ある商業地の再生」に資する

事業に位置づけられる。 

必要性 

街なか回遊性の向上や来訪者の増

加につながり、目標指標①「休日の

歩行者・自転車通行量」の増加に寄

与するため。 

 

⑮まちなかブランド化推進事業 

商店街の担い手を育成するととも

に、商店街の魅力の掘り起こしと発

信によりブランド化を推進するこ

とで、街なかの継続的な賑わいを創

出する。 

１．付加価値づくり 

志ある街人とイベンター等の「交流

会」、商店街のあり方や活性化など

の「セミナー」を通して、街なかの

商店街を担う人材を発掘し育成す

る。 

２．付加価値の伝達 

街なかの歴史や雰囲気・人柄等の魅

力発信や、街なか店舗の体験講座に

よる魅力発見・体験機会の提供など

を行う。 

位置づけ 

まちなかの商店街等地域メンバー

の意欲向上、交流機会の提供と、ま

ちなかの地域資源の発掘・調査によ

り、“まちなかのブランド化”につな

げていくため、目標「広域的な交流

の活性化と賑わいと活力ある商業

地の再生」に資する事業に位置づけ

られる。 

必要性 

街なかの回遊性の向上や来訪者の

増加、空き店舗の減少などによる

付加価値の高まりによりまちなか

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮令和 7 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 
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の集客力の向上につなげ、目標値

の「休日の歩行者・自転車通行

量」の増加に寄与するため。 

 

事業名 20 

中心市街地イル

ミネーション事

業 

内容 

東口駅前広場周

辺及びパセオ

470 でイルミネ

ーションを実施 

実施時期 

平成 20年度～ 

光のしず

く事業実

行委員会 

福島駅東口駅前広場とパセオ通り

を中心にイルミネーションを装飾

することで話題性を提供し、中心

市街地に来街者を呼び込み賑わい

の創出と商店街の活性化に寄与す

る事業である。 

また、パセオ470のイルミネーショ

ンは「光のしずく事業」の主催者

と新たな演出について検討する。 

 

 

 

 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

令和 3年 12月～ 

令和 9年 1月 

区域内 

事業名 21 

ふくしま山車祭

り・わらじまつり

開催事業 

内容 

市内各地区の山

車を集結させる

イベントとわら

じまつりの実施 

実施時期 

①平成 19年度～ 

②昭和 45年度～ 

①ふくし

ま山車祭

り実行委

員会 

 

 

 

 

 

②福島の

まつり運

営委員会 

①ふくしま山車祭り 

市内各地の伝統あるお祭りの山車

38台が駅前に一同に集結して練り

歩く勇壮な祭りとして、地域文化

の継承とインバウンド効果を図っ

た中心市街地の交流人口の拡大と

賑わいの創出に寄与する事業であ

る。 

 

②わらじまつり 

江戸時代から300余年の伝統を有す

る「信夫三山暁まいり」に由来す

る伝統ある福島の祭りである。長

さ12m重さ2tの日本一の大わらじを

約100人の担ぎ手が勇壮に会場を練

り歩く。 

また、令和元年には、福島市出身

の音楽家である大友良英氏の総合

プロデュースにより、「わらじおど

り」をリニューアルした。 

フィナーレでは、踊りの飛び入り

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

令和 3年 5 月～ 

令和 8年 8月 

区域内 

山車祭り 
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参加を実施し、踊り手と観客の一

体感、高揚感を高める取り組みを

行っている。 

さらに、近年は首都圏におけるイ

ベントへ参加するなど、県外での

認知も広まり、観光客の増加や中

心市街地の交流人口の拡大と賑わ

い創出に寄与する事業である。 

 

事業名 22 

ふくしま花のま

ち推進事業 

内容 

春の花見シーズ

ンに観光客を中

心市街地に誘導

するイベント等

の実施 

実施時期 

①平成 15年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③平成 19年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①福島商

工会議所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③福島市 

商店街組

合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ふくしま花のまちフェスティバ

ル 

福島市の春の観光名所である「花

見山」には、毎年4月の1ヶ月間で

全国から25万人を越える観光客が

来福しており、その大半は花見山

観光のみで帰っている状況にあ

る。これらの観光客を中心市街地

へ誘導するため、企業、商店街、

各種団体などの関係機関が一体と

なり、花をテーマとしたイベント

を展開し、中心市街地の交流人口

の拡大を図るとともに、賑わいの

創出にも寄与する事業である。 

 

③フラワーバスケット事業 

JR福島駅東口・西口駅前広場・福

島駅前通りなど中心市街地の各通

りの街路灯等に市と地元団体が協

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

 

 

 

 

 

 

①令和 3 年 4 月

～令和 8年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③令和 3 年 4 月

～令和 8年 9月 

 

 

区域内 

福島駅東口花時計 
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④平成 20年度～  

 

 

 

 

 

 

 

④福島商

工会議所 

JR東日本  

力してフラワーバスケットを設置

し、来街者や観光客に「花のまち

ふくしま」をＰＲする。中心市街

地の通りの魅力向上により、来街

者の増加や回遊性の向上に寄与す

る事業である。 

 

④ふくしまウェルカムチケット 

事業 

大規模な飲食店が無い中心市街地

において、点在する飲食店をひと

つの飲食施設と捉えて、ＪＲ東日

本の東京－福島、仙台－福島間の

格安切符とタイアップしてセット

で優待食事券（額面1,000円）を発

行し、消費拡大と賑わいの創出に

寄与する事業である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④令和 3 年 4 月

～令和 8年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 23 

中心市街地活性

化イベント開催

事業 

内容 

中心市街地内の

回遊性向上を図

るイベント等の

実施 

実施時期 

①平成 25年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ふくし

ま駅前元

気プロジ

ェクト委

員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①福島駅前元気プロジェクト開催

事業 

“福島の人々の「笑顔」「活気」で

地元を元気にする”をスローガン

として、四季に合わせた中心市街

地のイベントを年４回開催するこ

とで、賑わいの創出に寄与し中心

市街地の活性化を図る事業であ

る。 

 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

 

 

 

 

 

 

①令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラワーバスケット 
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②令和 2年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

③令和 4年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④令和 4年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ふくし

ま情熱通

り実行委

員会 

 

 

 

 

 

③福島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④福島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ふくしま情熱通り運営事業 

駅前通り周辺のエリア一帯を「ふ

くしま情熱通り」と名付け、月１

回定期的に歩行者天国を実施。青

空市場等のイベントや市民ワーク

ショップ、地元企業のPR等を通じ

て、市内外の人と人の交流・つな

がりを創出する。 

 

③街なかテーマぱーく事業 

ミニ遊園地や体験型アミューズメ

ントを中心としたイベントを街な

かで開催する。 

位置づけ 

中心市街地への誘客を促し、商店街

を盛り上げ、賑わいを創出すること

により、目標「賑わいと活力ある商

業地の再生」に資する事業に位置付

けられる。 

必要性 

中心市街地への誘客につながり、目

標指標①「休日の歩行者・自転車通

行量」の増加に寄与するため。 

 

④にぎわい創出事業 

福島駅東口地区市街地再開発事業

の工事着工に伴って設置された仮

囲いを活用した、子どもたちや学生

等が参画する賑わい創出イベント

等の企画・運営を支援し、新たな集

客場所を設ける。 

位置づけ 

再開発工事期間中の福島駅東口周

辺の賑わいが失われるおそれがあ

る中、集客場所を設け、街なかの回

遊性向上や関係・交流人口の増加が

図られることで、目標「賑わいと活

力ある商業地の再生」に資する事業

②令和 3 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

③令和 5 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④令和 5 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街なかテーマぱーく 
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⑤平成 13年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥平成 28年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤福島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥福島市 

に位置付けられる。 

必要性 

街なかでの学生による活動や街な

かへの誘客が促進され、目標指標①

「休日の歩行者・自転車通行量」の

増加、目標指標③「まちづくり活動

に参画する学生数」の増加に寄与す

るため。 

 

⑤まちなか創造市民運動推進事業 

市民等との共創によるイベントを

開催する。 

位置づけ 

「まちづくり」への市民参画を得る

ため、中心市街地における市民等と

の共創によりイベントに取り組み、

中心市街地の活性化を図ることで、

目標「賑わいと活力ある商業地の再

生」に資する事業に位置付けられ

る。 

必要性 

市民主導のもと多様な主体による

イベント開催が継続的に実施され

ることで、中心市街地への誘客につ

ながり、目標指標①「休日の歩行者・

自転車通行量」の増加に寄与するた

め。 

 

⑥商店街等活性化イベント支援事

業 

中心市街地をはじめとした地域経

済の活性化や各地域の商店街等の

賑わい創出を目的として開催する

イベント等を支援する。 

位置づけ 

中心市街地への誘客を促し、商店街

を盛り上げ、賑わいを創出すること

により、目標「賑わいと活力ある商

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤令和 5 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥令和 5 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内

外 

福島うまいもの市 
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業地の再生」に資する事業に位置付

けられる。 

必要性 

中心市街地への誘客につながり、目

標指標①「休日の歩行者・自転車通

行量」の増加に寄与するため。 

 

事業名 24 

古関裕而を活か

したまちづくり

事業（街なか等古

関裕而誘客事業） 

内容 

情報誌と連携し

た取組み 

実施時期 

令和 2年度～ 

福島市 古関裕而氏を活かしたまちづくり

「古関裕而のまち・ふくしまシン

フォニー」の様々な継続的な取組

みと新たな展開により、賑わい創

出を図る。 

また、古関裕而氏を中心とした観

光コンテンツの創出により中心市

街地や市内小売店等のＰＲをする

ことで市内商業の振興を図るとと

もに、花観光スタンプラリーを活

用した取組みとの連携を図ること

で、中心市街地への来街者の増加

と活性化に寄与する事業である。 

 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

令和 3年 4 月～ 

令和 9年 1月 

区域内 

事業名 50 

街なか賑わい創

出事業 

内容 

街なか交流館（エ

スタビル地下１

階）を拠点とした

街なかの賑わい

創出。プロジェク

ト参加団体によ

るイベント情報

の共有、発信、調

整等の実施 

実施時期 

 

①令和 4年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①㈱福島

まちづく

りセンタ

ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①街なか交流館イベント企画事業 

街なか交流館（エスタビル地下１

階）管理運営業務において、自主イ

ベントを企画・実施する。 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①令和 5 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 
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②令和 4年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②福島市 

位置づけ 

「街なか交流館」を中心市街地にお

ける賑わい創出の拠点とし、古関裕

而のまち福島市や県北地域の観光

の魅力を発信するとともに、市民が

交流、活動する場などとして活用す

ることで、目標「広域的な交流の活

性化と賑わいと活力ある商業地の

再生」に資する事業に位置付けられ

る。 

必要性 

駅前の交流人口拡大につながり、目

標指標①「休日の歩行者・自転車通

行量」の増加に寄与するため。 

 

②街なか賑わい創出プロジェクト 

プロジェクト参加団体によるイベ

ントなど街なかの賑わいづくりに

関する情報の共有・発信のほか、賑

わい創出事業の促進・調整を行う。 

位置づけ 

中心市街地で実施されるまちづく

り・賑わいづくり活動やイベントな

どが一体的に見える化され、まちづ

くり主体間の連携が促進されるこ

とで、目標「賑わいと活力ある商業

地の再生」に資する事業に位置付け

られる。 

必要性 

イベントへの集客増や若者のまち

づくり活動への参画にもつながり、

目標指標①「休日の歩行者・自転車

通行量」、目標指標③「まちづくり活

動に参画する学生数」の増加に寄与

するため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②令和 5 年 4 月

～令和 9年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街なか交流館 
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事業名 51 

福島駅前軽トラ

市開催事業 

内容 

中心市街地商店

街のメイン通り

を歩行者天国に

して農産物や６

次化商品の販売

イベントを開催

する。 

実施時期 

令和 2年度～ 

 

福島市 位置づけ 

ふくしまの農産物の魅力発信のた

め、生産者と消費者が直接触れ合え

る軽トラ市を地元商店街の協力を

得てまちなかで開催することによ

り、目標「広域的な交流の活性化と

賑わいと活力ある商業地の再生」に

資する事業に位置付けられる。 

必要性 

福島駅東口駅前再開発により中心

市街地の店舗数が一時的に減少し

たことから、中心市街地の魅力とし

て定期的に開催し、来場者の回遊・

滞留性を高め、イベント周辺店舗へ

の誘客につながり、目標指標①「休

日の歩行者・自転車通行量」の増加

に寄与するため 

 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

令和 5 年 4 月～

令和 9年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 52 

結・ゆい・フェス

タ開催事業 

内容 

中心市街地の商

店等を巻き込ん

だ多文化共生推

進のイベントを

開催する。 

実施時期 

平成 15年度～ 

 

福島市国

際交流協

会 

位置づけ 

中心市街地の商店等の協力を得て、

インターナショナルな雰囲気づく

りにより在住外国人との共生意識

（多文化共生意識）の醸成が促進さ

れることで目標「広域的な交流の活

性化と賑わいと活力ある商業地の

再生」に資する事業に位置付けられ

る。 

必要性 

入国緩和政策等により増加する在

住外国人にも親しみのある中心市

街地を目指すことで、商店等におけ

る外国人受入意識の向上や駅前交

流人口の増加につながり、目標指標

①「休日の歩行者・自転車通行量」

の増加に寄与するため。 

 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

令和 5 年 4 月～

令和 9年 1 月 

区域内 

福島駅前軽トラ市 

結・ゆい・フェスタ 
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事業名 53 

ふくしまシティ

ハーフマラソン

事業 

内容 

中心市街地を駆

け抜けるマラソ

ン大会を開催す

る。 

実施時期 

令和 5年度～ 

 

ふくしま 

シティハ

ーフマラ

ソン実行

委員会 

位置づけ 

これまで開催してきた市民健康マ

ラソンを、県都ふくしまの中心市街

地を駆け抜けるシティマラソンに

リニューアルする。県外・市外から

の来訪の機会を創出し、商店街等と

連携してレース参加者や来街者が

まちなかを回遊する取組みと一体

的に行うことにより、目標「広域的

な交流の活性化」に資する事業に位

置付けられる。 

必要性 

来訪者の増加につながり、目標指標

①「休日の歩行者・自転車通行量」

の増加に寄与するため。 

 

 

 

 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

令和 5 年 4 月～

令和 9年 1 月 

区域内

外 

事業名 54 

カラス対策事業 

内容 

福島駅東口にカ

ラス追い払いの

ため音声再生装

置を設置する。 

実施時期 

令和 4年度～ 

福島市 位置づけ 

福島駅東口を塒とするカラスに対

し、広場のフン害対策として「だま

くらカラス」音声再生装置を設置

し、広場内へのカラスの飛来を抑制

することで、目標「広域的な交流の

活性化と賑わいと活力ある商業地

の再生」に資する事業に位置付けら

れる。 

必要性 

県都の顔である福島駅東口の快適

な滞留空間を創出することで、福島

駅前のイメージアップにつながり、

目標指標①「休日の歩行者・自転車

通行量」の増加に寄与する 

 

 

 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

令和 5 年 4 月～

令和 9年 1 月 

区域内 

ふくしまシティハーフマラ

ソン 

「だまくらカラス」設置状況 
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事業名 59 

ふくしま防災体

験フェア開催事

業 

内容 

子ども連れの方

向けの企画を組

み合わせた中心

市街地活性化の

ためのイベント

を実施する。 

実施時期 

令和 5年度～ 

福島市 位置づけ 

会場のまちなか広場は、「賑わいの

拠点」、「市民の交流拠点」、「回遊軸

の拠点」、「防災広場」として位置付

けている。そこで、市が主体となり、

子ども連れの方向けの企画を組み

合わせた体験型の防災イベントを

実施し、中心市街地への誘客と賑わ

いの創出、併せて市民へ「防災広場」

としての役割認識が図られ、 

目標「賑わいと活力ある商業地の再

生」に資する事業に位置付けられ

る。 

必要性 

中心市街地への誘客につながり、目

標指標①「休日の歩行者・自転車通

行量」の増加に寄与するため。 

 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

令和 6 年 7 月～

令和 8年 8 月 

 

区域内 

事業名 60 

（仮称）憩い空

間創出事業 

～吾妻通り社会

実験～ 

内容 

「日常的な憩い

の空間創出」と

新たな道路空間

の利活用を検討

する社会実験を

行う。 

実施時期 

令和 6年度～ 

 

福島市 位置づけ 

街なかに人が集まるポイントとな

る「日常的な憩いの空間創出」を検

討するため、駅前通り～まちなか広

場～パセオ通りの賑わい動線と近

接し、比較的自動車通行量が少ない

福島駅東口の吾妻通りをフィール

ドとした「歩きたくなるみち」とし

ての事業に位置付けられる。 

必要性 

駅前の交流人口拡大につながり、目

標指標①「休日の歩行者・自転車通

行量」の増加に寄与するため。 

 

支援措置 

中心市街地活性

化ソフト事業 

実施時期 

令和 6 年 4 月～

令和 8年 3 月 

 

区域内 

事業名 61 

ふくしままちな

か音楽祭事業 

内容 

中心市街地内に

福島市 位置づけ 

中心市街地に複数の演奏会場を設

置し、ゲスト及び市内外の一般公募

出演者による演奏ステージを実施

することにより、多くの来場者で賑

中心市街地活性

化ソフト事業 

 

令和 7 年 4 月～

令和 9年 1 月 

区域内 
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複数の演奏会場

を設置し、様々な

ジャンルの歌や

演奏を来街者が

楽しみ交流でき

る音楽祭を開催

する。 

実施時期 

令和 5年度～ 

 

わうほか、音楽による賑わいの創

出、飲食利用による商業の活性化、

内外の交流人口の拡大につながる

ため、目標「広域的な交流の活性化

と賑わいと活力ある商業地の再生」

に資する事業に位置づけられる。 

必要性 

中心市街地への誘客につながり、目

標指標①「休日の歩行者・自転車通

行量」の増加に寄与するため。 

 

事業名 62 

まちなか人流デ

ータ活用事業 

内容 

まちなかに設置

したカメラの映

像から通行量を

分析し、オープン

データ化する。 

実施時期 

令和 7年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

福島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置づけ 

まちなかに設置したカメラの映像

から年間を通して通り毎の通行量

や性別、年齢等の属性を AI により

分析し、3D都市モデルと合わせてホ

ームページ等でオープンデータ化

することにより、データを活用した

新規出店の発現や、より効果的なイ

ベントの計画や開催など、新たな民

間投資の促進に繋がるため、目標

「広域的な交流の活性化と賑わい

と活力ある商業地の再生」に資する

事業に位置づけられる。 

必要性 

新規出店やイベント開催による中

心市街地への誘客につながり、目標

指標①「休日の歩行者・自転車通行

量」の増加に寄与するため。 

また、中心市街地区域外から区域内

への人の流れ及び通行量を調査す

ることで、区域内におけるイベント

の開催場所や時期、新規出店の場所

や業種の検討に活用され、区域内外

における回遊性の向上につながり、

中心市街地活性化が図られるため。 

中心市街地活性

化ソフト事業 

 

令和 7 年 4 月～

令和 9年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 域 内

外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

   ・該当なし 
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（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現する 

ための位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

事業名 25 

震災復興パネル

展開催事業 

内容 

中心市街地にお

ける震災復興パ

ネル展及びイベ

ントの開催 

実施時期 

令和 2年度～ 

令和 3 年度 

福島市 震災の記憶や復興の軌跡、新たな

まちづくりの方向性を国内外に発

信するとともに、これまでの支援

に対する感謝を伝えることを目的

に、震災復興パネル展及び関連イ

ベントを中心市街地（駅周辺の公

共施設など）で開催する。 

県外の方にも何度も足を運んでい

ただけるように2～3ヶ月程度で会

場及び展示内容を変更し、インバ

ウンド対策の観点も踏まえた展示

内容とするため、説明文について

英語等多言語化にも対応する。 

さらに、パネル展開催会場を古関

裕而メロディーバスの運行路線上

に設定することで多くの方にパネ

ル展に足を運んで頂けることに繋

がり、本来の目的の達成や古関裕

而メロディーバスとまちなかイベ

ント等の相乗効果を図り、中心市

街地への来訪者の増加、賑わい創

出、商業の活性化にも寄与する事

業である。 

 

支援措置 

震災復興特別 

交付税 

実施時期 

令和 3年度 

 

区域内 

事業名 35 

みんなの活躍応

援事業 

内容 

講座の開催 

実施時期 

平成 26年度～ 

令和 5年度 

福島市 「女性が活躍できるまち」の実現

を目指して、その実現のための課

題や地域の課題等について、女性

がそれぞれの知識や経験を生か

し、具体的な取り組みを政策提言

できるスキルを身に付け、市へ政

策提言書を提出することにより、

女性の声を市政に反映できる仕組

みづくり、女性が活躍できる環境

づくりを推進する。 

 

支援措置 

地域女性活躍推

進交付金 

実施時期 

令和 3年度～ 

令和 5年度 

 

「震災復興パネル展」 
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（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

中心市街地の活性化を実現するた

めの位置付け及び必要性 

支援措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

事業名 26 

専門店の技やこ

だわりを楽しめ

るクラフト・モー

ル整備事業 

内容 

①クラフト・モー

ル作り事業 

②クラフトマン

作り事業 

③クラフト・モー

ル演出事業 

④クラフト・モー

ル・メンバー作り

事業 

⑤運営組織強化

事業 

実施時期 

令和 2年度～ 

令和 5年度 

県庁通り商

店街振興

組合 

県庁通り商店街において、独自の

技やこだわりのある専門店の多

さ、街区の基調であるレトロ感や

古関裕而氏の曲を生かし、商店街

を工房街（クラフト・モール）に

見立て整備し演出する。 

県庁・大原綜合病院からの集客、

来街者の顧客化の促進と、専門店

ならではの技術やこだわりをテー

マとしたソフト事業の活発な展開

を行うとともに、県庁通り商店街

の建物や老朽化したアーケード等

のリニューアルを行う。 

  

事業名 27 

商店街「朝市」 

開催事業 

内容 

朝市の開催 

実施時期 

平成 24年度～ 

福島市商店

街連合会 

商店街専門店の逸品や目玉商品販

売を定例的な催しとし各店舗のPR

による販売力の向上と来街者の増

加に寄与する事業である。 

  

事業名 28 

福島市観光案内

所、観光圏案内所

運営事業 

内容 

案内所の運営 

実施時期 

平成 21年度～ 

(社)福島

市観光コ

ンベンシ

ョン協会 

「また来たくなる『花もみもあ

る』ふくしま」をテーマに、観光

客や市民に情報を発信する。「おも

てなし」の拠点としてJR福島駅構

内の新幹線改札口前に観光案内所

と事務所を設置した。これまでお

土産を展示販売する場所が少なか

ったが、福島市の玄関口に設置・

  

ＪＲ福島西口観光案内 

朝市 

アーケードリニューアル 
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運営することにより、多くの人々

に対するアンテナショップとして

賑わいの創出に寄与する事業であ

る。 

 

事業名 29 

ふくしま屋台村

運営事業 

内容 

地産地消の促進

及び若手経営者

の起業支援を目

的とした屋台村

の運営 

実施時期 

平成 17年度～ 

ふくしま

屋台村㈱ 

福島の食材に拘ったメニューを提

供することで地産地消を促進する

とともに、新たに飲食店を営むこ

とやさらに事業を拡大させること

を夢見る情熱ある若手経営者のた

めの起業支援に取組むことで、中

心市街地に新しい魅力を作り出

し、賑わいや活性化を図る。期間

により店舗の入替えを行い、“卒業

生”に中心市街地内に店舗をオー

プンさせることや福島競馬場との

連携したイベントなど、年間を通

じて様々なイベントを実施し来街

者の増加と魅力・回遊性向上に寄

与する事業である。 

 

  

事業名 30 

御倉邸運営事業 

内容 

旧日本銀行支店

長役宅と一体と

なった運営、イベ

ント開催 

実施時期 

平成 15年度～ 

NPO法人 

御倉町 

かいわい

まちづく

り協議会 

中心部の南地区は江戸時代から阿

武隈川の舟運が盛んに行われ、福

島の経済発展に重要な役割を果た

した地区であった。ここには日本

銀行福島支店の前身である福島出

張所が明治32年に東北で初めて開

設され、昭和2年には瓦葺平屋の支

店長役宅が建てられた。平成12年

に市が買収し、御倉町地区公園と

して整備し一般に開放している。

その公園では、地域住民が中心と

なって軽食や土産物などを販売す

る「おぐら茶屋」の運営、様々な

イベントを開催しており、中心市

街地における来街者の増加、回遊

性の向上に寄与する事業である。 

（令和元年度～指定管理者） 

  

屋台村 

おぐら茶屋 
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事業名 31 

福島城下まちづ

くり事業 

内容 

城下町であった

地域特性を生か

したもてなし・や

すらぎ空間の創

出 

実施時期 

平成 14年度～ 

福島城下

まちづく

り協議会 

中心部の南地区は江戸時代に福島

城が築かれた地区であり、奥州街

道の南の玄関口として今も尚、多

くの土蔵・米蔵や町家などが現存

するなど、阿武隈川の舟運を中心

に発展した城下町の趣を色濃く残

している地区である。このような

地区の特性を生かし地区内の老舗

や歴史資源を活用して、地区住民

や市内外から訪れる人たちが見

て、歩き楽しめるまちづくりを図

り、賑わいの創出に寄与する事業

である。主な取組として、ガイド

マップ作成・案内看板の設置・統

一デザインによる暖簾のシンボル

化・店先もてなし木札設置・お休

み処（ベンチ）の設置・ポイント

ラリーの開催等がある。 

  

事業名 32 

まちなか広場イ

ベント活用事業 

内容 

まちなかで行う

イベントに対し

広場を提供 

実施時期 

平成 11年度～ 

福島市 「まちなか広場」を各団体等のイ

ベントの場として貸し出してい

る。フリーマーケット、演奏会、

スポーツイベント、お祭りなど多

彩なイベントが実施されており、

中心市街地への集客を増加させる

とともに交流の場、賑わいの創出

に寄与する事業である。 

  

事業名 33 

中心市街地共通

ポイントカード

事業 

内容 

ポイントカード

の発行 

実施時期 

平成 9年度～ 

㈱福島ま

ちづくり

センター 

中心市街地の魅力あるまちづくり

の一環として、共通ポイントカー

ド（ももりんカード）を発行し、

中心市街地での買物の際にポイン

トサービスを行い、割引サービス

やイベント参加などの付加価値を

与えることで商業の活性化を図

る。また、抽選会や商店街と連動

しながら各種イベントを開催し、

カードの利用促進を図り賑わいの

創出に寄与する事業である。 

  

ももりんハートパスカード 

まちなか広場イベント 

お休み処 
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事業名 34 

中心市街地共通

駐車サービス券

事業 

内容 

大型店・商店街等

の共通駐車券の

発行 

実施時期 

平成 7年度～ 

 

㈱福島ま

ちづくり

センター 

中心市街地に車で訪れる人々のた

めに、大型店・商店街等の共通の

駐車サービス券システムを運営す

る。買物・飲食・契約等をした際

に金額に応じて共通駐車券をもら

えることで、様々な目的の来街者

の利便性を向上させ、賑わいの創

出に寄与する事業である。 

  

事業名 36 

ふくしま街なか

イベント情報発

信事業 

内容 

イベント等の情 

報の収集・発信 

実施時期 

平成 16年度～ 

福島商工

会議所 

中心市街地等におけるイベント等

の情報を収集し、ホームページに

より情報を発信し、街なかの賑わ

いの創出と回遊性の向上及び活性

化を図る。 

 

  

事業名 37 

道路空間活用事

業 

内容 

道路の占用を活

用したイベント

等の開催 

実施時期 

令和 3年度～ 

令和 8 年度 

 

㈱福島ま

ちづくり

センター 

道路空間を活用して、オープンカ

フェやマルシェ、フリーマーケッ

トなどの各種イベント等を実施

し、賑わいを創出する。 

  

事業名 55 

学生イベント企

画相談事業 

内容 

街なかでイベン

ト開催を企画す

る学生のための

福島商工

会議所 

位置づけ 

学生をはじめとした若者団体の中

心市街地における活動を支援する

ことにより、目標「賑わいと活力あ

る商業地の再生」に資する事業に位

置付けられる。 

 

  

共通サービス券ロゴ 

パセオ通り 
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相談窓口を設置 

実施時期 

令和 4年度～ 

必要性 

若者のまちづくり活動への参画と

人材の育成につながり、目標指標③

「まちづくり活動に参画する学生

数」の増加に寄与するため。 

 

 

 

 

 

 

 

学生イベント企画相談事業 


